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本調査は、全国の消費者に対して、牛乳･

乳製品の消費･購入･嗜好などの基本的な項

目の聞き取りを通じ、その消費構造の変化

や消費動向を的確に把握し、牛乳･乳製品の

消費拡大に向けた取り組みなどに役立つ情

報を収集・提供することを目的として、毎

年度実施している。

本稿では、牛乳･乳製品のうち、白もの牛

乳類（注１）、チーズ、ヨーグルトおよびバター

の調査結果を抜粋し紹介する。

なお、報告書の全文および要約版は、当

機構ホームページ（http://www.alic.go.

jp/joho-c/joho05_000026.html）に掲載

している。

また、調査の概要については、本稿の最

後で解説する。

（注１）　�　本調査は消費者の視点に立ったものであるため、牛

乳の他にも低脂肪乳、無脂肪乳、栄養成分強化牛乳（カ

ルシウム、鉄分、ビタミンＤなどを加えたもの）を白

もの牛乳類としており、法律や省令上の種類別分類と

は異なる。

１　調査の目的

調査・報告　

平成27年度牛乳･乳製品の	
消費動向に関する調査の結果

調査情報部

当機構では、消費者を対象に牛乳･乳製品の消費動向などに関する調査を毎年度、実施している。

白もの牛乳類の飲用頻度は、減少傾向が続いていたが、平成27年度の調査結果では、「ほぼ毎

日飲む」が43.1％（前年度比2.6ポイント増）と８年ぶりに前年度より増加した。「全く飲まない」

の割合は18.1％（同0.5ポイント減）となった。

食べる頻度では、チーズは「週に１日以上食べる」が41.9％（同2.4ポイント増）、ヨーグル

ト「週に１日以上食べる」が59.0％（同1.9ポイント増）となり、ともに増加傾向にある。

【要約】
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（１）飲用頻度　　　　　　　　　　　　
～ほぼ毎日飲む人は43.1％～

飲み方を問わず、白もの牛乳類を飲む頻

度を聞いたところ、「毎日飲む」が34.5％（前

年度比1.9ポイント増）、「週に５～６日飲む」

が8.6％（同0.7ポイント増）となった。

この２つを合計した「ほぼ毎日飲む」は、

減少傾向が続いていたが、43.1％（同2.6

ポイント増）と８年ぶりに前年度より増加

した（図１）。

一方、「全く飲まない」は、増加傾向が続

いていたが、18.1％（同0.5ポイント減）と

前年度より減少した。

（単位 : ％）
毎日
飲む

週に
5～6日
飲む

週に
3～4日
飲む

週に
1～2日
飲む

月に
2～3日
飲む

それ
以下
しか飲
まない

全く飲
まない

無回答
ほぼ毎
日飲む

前年度比
（ポイント）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ①＋②

47.2 -

47.5 0.3

46.2 ▲1.3

45.4 ▲0.8

45.2 ▲0.2

43.9 ▲1.3

42.9 ▲1.0

42.2 ▲0.7

40.5 ▲1.7

43.1 2.6

37.7 

38.5 

36.9 

37.9 

35.8 

35.3 

35.4 

33.4 

32.6 

34.5 

9.5 

9.0 

9.3 

7.5 

9.4 

8.6 

7.5 

8.8 

7.9 

8.6 

13.5 

13.7 

13.6 

13.7 

11.7 

12.8 

14.8 

14.1 

13.9 

12.8 

12.0 

11.5 

12.9 

12.3 

12.7 

13.7 

11.8 

13.1 

11.6 

13.3 

7.0 

8.5 

8.2 

8.6 

9.2 

6.8 

8.2 

7.1 

7.4 

6.3 

6.5 

6.1 

7.1 

7.4 

8.0 

7.0 

6.5 

7.7 

8.0 

6.4 

13.7 

12.7 

12.0 

12.6 

13.3 

15.8 

15.8 

15.8 

18.6 

18.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

●凡例

18年度（n3478）

19年度（n3486）

20年度（n3200）

21年度（n3200）

22年度（n3200）

23年度（n3200）

24年度（n3200）

25年度（n3200）

26年度（n3200）

27年度（n3200）

平成

（％）

注：ｎはサンプル数（number）。

図１　白もの牛乳類の飲用頻度の推移（時系列、単一回答）

「ほぼ毎日飲む」を年代別に見ると、男女

とも中学生が高く男子中学生は80.0％（同

2.5ポイント増）、女子中学生は70.0％（同

2.5ポイント増）とともに前年度より増加し

た（表）。

男性はすべての年代で前年度より増加し、

中でも20代と60代はともに前年度より２桁

の増加となった。

女性は、20代と60代を除くすべての年代

で前年度を上回った。

２　白もの牛乳類の飲用実態
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（２）飲用量　　　　　　　　　　　　　
～１日当たりの平均飲用量は、前年
度より増加～

白もの牛乳類の１日当たりの平均飲用量（注２）

は、全体および性別でも男女とも減少傾向

が続いていたが、全体は175.1ミリリット

ル（前年度比6.5ポイント増）、男性は

184.3ミリリットル（同7.5ポイント増）、

女性は166.2ミリリットル（同5.1ポイント

増）とともに前年度より増加した（図２）。

性・年代別では、男女とも中学生が最も

多く、男子中学生は304.3ミリリットル（同

35.5ポイント増）、女子中学生は215.0ミリ

リットル（同20.2ポイント増）とともに大

幅に増加した。

一方、男性では、60代、70代以上、女性

では、10代（中学生を除く）、50代、70代

以上は前年度より減少した。

（注２）　�　白もの牛乳類を飲むと回答した者（飲用者）の１日

当たりの飲用量の合計を、白もの牛乳類を飲むと回答

した者数で除して算出している。

（３）飲み方別飲用頻度　　　　　　　　
～飲み方による飲用頻度には大きな
変化は見られない～

白もの牛乳類の飲み方別の飲用頻度は、

「そのまま飲む」では、「毎日飲む」と「週

に５～６日飲む」を合計した「ほぼ毎日飲

む」は、31.8％（前年度比1.7ポイント増）

となった（図３）。

白もの牛乳類をコーヒー、紅茶、ココア

など他の飲み物に入れて、または、牛乳に

「他のものを混ぜて飲む」では、「ほぼ毎日

飲む」は、24.8％（同0.5ポイント増）と

なった。

過去３年間の飲み方別の１週間の平均日

数を見ると、「そのまま飲む」「他のものに

混ぜて飲む」ともに、ほぼ同じとなってい

る（図３）。

男性 女性

ｎ 25年度 26年度 ｎ 25年度 26年度27年度 前年度比
（ポイント）

27年度 前年度比
（ポイント）

計 1,600 37.1 35.3 40.5 5.2 1,600 47.4 45.7 45.7 0.0
中学生 200 73.5 77.5 80.0 2.5 200 70.5 67.5 70.0 2.5
10代

（中学生除く） 200 43.0 45.0 48.0 3.0 200 32.0 33.0 34.5 1.5

20代 200 31.3 23.0 33.0 10.0 200 26.5 37.0 30.0 ▲7.0
30代 200 29.0 33.0 37.0 4.0 200 47.0 45.5 47.0 1.5
40代 200 28.4 30.0 30.5 0.5 200 53.1 45.0 46.5 1.5
50代 200 33.4 27.0 33.0 6.0 200 44.9 46.5 48.5 2.0
60代 200 40.0 36.5 46.5 10.0 200 49.6 49.0 45.5 ▲3.5

70代以上 200 45.5 43.0 46.0 3.0 200 54.5 46.5 49.0 2.5

注：ｎはサンプル数（number）。

	 	 表　�ほぼ毎日、白もの牛乳類を飲む人の割合の推移（性・年代別）	
ほぼ毎日飲む（「毎日飲む」「週に５～６日飲む」の合計）

（単位：％）
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（単位：ミリリットル）

25年度 26年度 27年度
前年度比
（ポイント）

171.5 168.6 175.1 6.5

180.1 176.8 184.3 7.5

163.5 161.1 166.2 5.1

272.9 268.8 304.3 35.5

225.9 239.6 257.1 17.5

210.1 177.6 198.4 20.8

166.7 173.9 179.1 5.2

159.3 170.5 178.2 7.7

170.1 149.8 166.6 16.8

165.0 165.6 162.7 ▲2.9

171.8 170.9 165.1 ▲5.8

222.6 194.8 215.0 20.2

162.9 173.2 167.5 ▲5.7

142.9 161.3 165.5 4.2

160.0 142.1 146.1 4.0

159.3 149.9 170.9 21.0

162.5 169.4 169.2 ▲0.2

166.7 164.4 167.8 3.4

165.3 167.1 164.2 ▲2.9

0 50 100 150 200 250 300 350

全体 
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男性-中学生 

男性-10代（中学生除く） 

男性-20代

男性-30代

男性-40代

男性-50代

男性-60代

男性-70代以上

女性-中学生

女性-10代（中学生除く）

女性-20代

女性-30代

女性-40代

女性-50代

女性-60代

女性-70代以上

25年度
26年度
27年度

（ミリリットル）

平成

性
別

男
性×

年
代

女
性×

年
代

　　図２　�１日当たりの白もの牛乳類の平均飲用量の推移（性・年代別、年間平均、単一回答）	
＜飲用者ベース＞

（単位：％）
毎日
飲む

週に
5～6日
飲む

週に
3～4日
飲む

週に
1～2日
飲む

月に
2～3日
飲む

それ
以下
しか飲
まない

全く飲
まない

無回答
ほぼ毎
日飲む

平均
（日/週）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ①＋②

31.2 2.7

30.1 2.7

31.8 2.8

24.2 2.2

24.3 2.2

24.8 2.2

22.8 

22.9 

23.9 

18.4 

19.1 

19.7 

7.2 

7.2 

7.9 

5.9 

5.2 

5.1 

12.4 

12.6 

11.9 

9.8 

10.6 

10.1 

13.9 

12.3 

13.4 

11.8 

10.6 

11.5 

8.6 

8.1 

7.4 

8.1 

7.5 

7.5 

11.1 

11.5 

9.6 

12.4 

12.3 

10.1 

24.0 

25.4 

25.9 

33.6 

34.7 

35.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

●凡例 

25年度（n3200） 

26年度（n3200）

27年度（n3200）

25年度（n3200）

26年度（n3200）

27年度（n3200） 

平成  そ
の
ま
ま
飲
む

他
の
も
の
と

混
ぜ
て
飲
む

（％）

図３　飲み方別、白もの牛乳類の飲用頻度の推移（時系列、単一回答）

注：ｎはサンプル数（number）。

注：サンプル数は、全体は3200、男性計・女性計はそれぞれ1600、性別・年代別はそれぞれ200。
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（４）飲用シーン　　　　　　　　　　　
～トップは引き続き「朝食をとりな
がら」～

白もの牛乳類の飲用シーンで最も多いの

は、「朝食をとりながら」が44.7％（前年度

0.3ポイント減）、２番目は「おやつや間食

時」が35.7％（同0.7ポイント増）、３番目

は「のどが渇いた時」が22.8%（同1.1ポイ

ント減）となった（図５）。

３年間の比較では、項目ごとに大きな変

化は見られず、順位が固定化されている。

また、「のどが渇いた時」「くつろいでい

る時」「風呂上り」などは減少傾向となって

いる。

（５）飲む理由　　　　　　　　　　　　
～「カルシウムがあるから」「栄養
があるから」が引き続き上位にラン
ク～

白もの牛乳類を飲む理由で最も多かった

のは「カルシウムがあるから」が39.8％（前

年度比2.2ポイント減）、２番目は「栄養が

あるから」が33.0％（同3.6ポイント減）、

３番目は「おいしいから」が26.6％（同0.2

ポイント増）、４番目は「好きだから」が

26.5％（同1.6ポイント増）となった（図

６）。

３年間の比較では、「カルシウムがあるか

ら」、「栄養があるから」、「健康によいから」

などの健康に関する理由が減少傾向となっ

ている。

そ
の
ま
ま
飲
む

他
の
も
の
と

混
ぜ
て
飲
む

（単位：％）
毎日
飲む

週に
5～6日
飲む

週に
3～4日
飲む

週に
1～2日
飲む

月に
2～3日
飲む

それ
以下
しか飲
まない

全く飲
まない

無回答
ほぼ毎
日飲む

平均
（日/週）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ①＋②

33.6 2.9

30.5 2.7

26.0 2.3

25.1 2.2

26.2

23.6

21.3 

20.1

7.4

6.9

4.7

5.0

12.1

10.7

9.1

9.2

12.7

15.0

11.4

12.6

6.9

7.1

6.6

7.0

8.6

9.9

9.7

9.5

26.0

26.7

37.2

36.5

0.0

0.0

0.0

0.0

●凡例

夏場（n3200）

冬場（n3200）

夏場（n3200）

冬場（n3200）

 
  

（％）

図４　飲み方別、白もの牛乳類の飲用頻度（季節変動、単一回答）

注：ｎはサンプル数（number）。

また、「ほぼ毎日飲む」の夏場と冬場の飲

用頻度を比べると、「そのまま飲む」「他の

ものと混ぜて飲む」ともに夏場より冬場が

少ないが、「そのまま飲む」は、「他のもの

と混ぜて飲む」より、季節による変動が大

きい（図４）。
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43.7

36.2

25.8

19.0

19.3

13.1

12.0

11.1

10.4

8.6

3.9

5.5

4.9

3.3

1.8

2.5

1.4

1.9

45.0

35.0

23.9

17.2

16.7

12.6

12.1

9.9

9.1

8.0

4.6

4.4

4.0

2.4

1.7

1.6

1.3

2.7

44.7

35.7

22.8

16.3

16.2

14.7

11.6

10.6

8.0

7.5

5.0

3.7

4.3

3.5

1.7

1.9

2.0

2.0

 0 10 20 30 40 50

朝食をとりながら

おやつや､間食時

のどが渇いた時

くつろいでいる時

風呂上り

昼食時

朝起きぬけに

朝食後

夜寝る前

ちょっとおなかがすいた時

夕食時

朝食代わりに

勉強や仕事をしながら

夜食時

レジャーやスポーツ時

来客時

乗り物での移動中

その他

25年度（ｎ2733）
26年度（ｎ2670）

27年度（ｎ2666）

（％）

平成

図５　白もの牛乳類の飲用シーンの推移（複数回答）＜飲用者ベース＞

注：ｎはサンプル数（number）。
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47.1

36.9

27.8

25.9

30.7

28.5

21.1

21.4

15.0

12.3

12.6

9.2

8.1

6.9

4.4

3.7

2.7

2.2

1.0

0.6

3.4

42.0

36.6

26.4

24.9

23.8

24.7

18.7

16.7

13.0

10.8

11.2

9.1

6.8

4.9

3.6

3.7

2.5

1.7

0.9

0.5

3.8

39.8

33.0

26.6

25.8

23.5

19.8

17.4

11.8

11.5

10.7

7.6

5.8

4.9

3.9

2.8

2.3

1.8

0.7

0.6

3.9

 0 10 20 30 40 50

カルシウムがあるから

栄養があるから

おいしいから

好きだから

他のものと混ぜたりする

健康によいから

習慣で

いつも家にあるから

良質のタンパク質がある

水などの代わりに

骨粗しょう症が心配だから

便秘に効果があるから

朝食など食事代わりに

家族がすすめるから

気持ちをリラックスさせる

ぐっすり眠るために

美容に良いから

背が高くなりたいから

医療関係者がすすめる

他の飲み物に比べ安い

その他

25年度（ｎ2733）
26年度（ｎ2670）
27年度（ｎ2666）

（％）

平成

26.5

図６　白もの牛乳類を飲む理由の推移 （複数回答） ＜飲用者ベース＞

注：ｎはサンプル数（number）。
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（６）飲用を阻害する大きな理由　　　　
～牛乳を飲まない理由は、「味にク
セがある」「飲んだ後、口に残る」「牛
乳を飲むとお腹の調子が悪くなる」
「においが嫌い」など～

白もの牛乳類の「飲用量が減った」、「も

ともと飲まない」理由として、「あてはまる」

または「ややあてはまる」と回答した割合

では、最も多かったのは「牛乳は味にクセ

がある」が37.1％、２番目は「牛乳は飲ん

だ後、口に残る」が36.0％、３番目は「牛

乳を飲むとお腹の調子が悪くなる」が

35.5％、４番目は「牛乳のにおいが嫌い」

が32.6％の順となった（図７）。これら４つ

が、牛乳の飲用を阻害する大きな理由とな

っている。

（単位：％）
あてはまる やや

あてはまる
どちらとも
いえない

あまり
あてはまら
ない

あてはまら
ない

無回答
あては
まる・計

あては
まらな
い・計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ①＋② ④＋⑤

37.1 50.6

36.0 50.3

35.5 51.2

32.6 53.1

15.6 68.8

15.3 68.9

13.0 69.3

10.7 72.5

8.6 77.4

7.6 76.0

5.7 84.1

5.5 81.8

4.9 81.8

3.0 86.3

2.0 86.6

20.3

18.3

22.9

20.8

4.7

5.1

8.4

3.4

2.4

2.0

3.4

2.0

2.3

2.0

0.8

16.8

17.7

12.6

11.8

10.9

10.2

4.6

7.3

6.2

5.6

2.3

3.5

2.6

1.0

1.2

11.8

13.0

12.7

13.8

14.8

15.2

16.7

16.1

13.1

15.6

9.3

12.0

12.6

9.8

10.6

8.3

8.2

8.4

8.2

12.1

10.5

10.4

13.7

14.1

12.9

7.7

9.6

10.0

9.2

10.6

42.3

42.1

42.8

44.9

56.7

58.4

58.9

58.8

63.3

63.1

76.4

72.2

71.8

77.1

76.0

0.6

0.8

0.7

0.6

0.8

0.7

1.0

0.7

0.8

0.8

0.8

0.8

0.7

0.8

0.8

●凡例

牛乳は味にクセがある

牛乳は飲んだ後、口に残る

牛乳を飲むとお腹の調子が悪くなる

牛乳のにおいが嫌い

牛乳は日持ちしない

牛乳は持ち歩けない

飲みたい牛乳がない

牛乳はコレステロールが気になる

自動販売機等買いやすい所に牛乳がない

牛乳を飲むと太ると思う

牛乳アレルギーがある

価格が高くなったため牛乳を買い控えるように
なったから

牛乳が体によくないという情報を得た

医者に言われた

いつもの年より夏が暑かった

（％）

　　図７　�牛乳の飲用を阻害する大きな理由（飲用量減少・非飲用の理由、単一回答）	
＜飲用量が減少した・もともと飲まない者ベース＞

注：サンプル数は844。
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（７）普段よく飲む飲み物　　　　　　　
～普段よく飲む飲み物は「無糖のお
茶飲料」、次いで「コーヒー」「白も
の牛乳類」が引き続き５割以上～

図８に示された項目のうち、普段よく飲む

飲み物について複数回答可で質問したとこ

ろ、最も多かったのは「無糖のお茶飲料」で

75.1％、２番目は「コーヒー」で66.9％、

３番目は「白もの牛乳類」が52.3％となり、

前年度とほぼ同様の結果となった。

また、普段よく飲む飲み物の中から最もよ

く飲むものをひとつだけ挙げてもらった結

果、最も多かったのは「無糖のお茶飲料」で

39.9％、２番目は「コーヒー」で27.1％、

３番目は「白もの牛乳類」が9.1％となり、

こちらも前年度とほぼ同様の結果となった。

無
糖
の
お
茶
飲
料

（
コ
ー
ヒ
ー
飲
料
も
含
む
）

コ
ー
ヒ
ー

白
も
の
牛
乳
類

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

野
菜
ジ
ュ
ー
ス

紅
茶
（
紅
茶
飲
料
も
含
む
）

色
も
の
乳
飲
料

炭
酸
飲
料

ス
ポ
ー
ツ
飲
料

ド
リ
ン
ク
ヨ
ー
グ
ル
ト

果
汁
飲
料

乳
酸
菌
飲
料

豆
乳

栄
養
・
機
能
性
飲
料

こ
の
中
に
は
な
い

無
回
答

普段よく飲む飲み物 （ｎ3200）75.1 66.9 52.3 30.7 24.6 22.6 21.4 21.1 20.5 16.4 15.7 14.5 11.3 5.5 0.2 0.0

最もよく飲む飲み物 （ｎ3191）39.9 27.1 9.1 6.5 3.3 1.6 3.2 3.2 2.0 0.9 0.6 0.7 1.1 0.5 - 0.3

0

20

40

60

80

普段よく飲む飲み物 最もよく飲む飲み物 

（％） 

図８　　普段よく飲む飲み物（複数回答）と最もよく飲む飲み物（単一回答）

（８）牛乳の効果に対するニーズ　　　　
～カルシウムに関連するニーズが高
い。健康や美肌、ダイエットも訴求
ポイントとして消費量増の可能性～

図９に示された項目のうち、「白もの牛乳

に関してこの半年くらいの間に、テレビや

新聞、雑誌などで見たり聞いたりしたもの」

はどれかを質問したところ、最も多かった

のは「①牛乳には、カルシウムやタンパク

質など体に必要な栄養素がバランス良く含

まれている」で55.6％、２番目は「②牛乳

に含まれるカルシウムは、骨を丈夫にし子

供の身長の伸びを助ける」で46.0％、３番

目は「③牛乳にはカルシウムの吸収を助け

て骨粗しょう症を防ぐ成分が含まれている」

で45.1％となった。

また、「そういう良い効果があるなら牛乳

を飲んでもよい」と思うものはどれかを質

問したところ、最も多かったのは「③牛乳

注：ｎはサンプル数（number）。
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にはカルシウムの吸収を助けて骨粗しょう

症を防ぐ成分が含まれている」が32.4％、

２番目は「①牛乳には、カルシウムやタン

パク質など体に必要な栄養素がバランス良

く含まれている」で32.3％、３番目は「⑤

牛乳のカルシウムは魚や野菜のカルシウム

よりも体に吸収されやすい」で27.8％とな

った。

全般的に、カルシウムなど栄養に関連す

る項目の評価が高くなっている。

また、「⑧牛乳に含まれる乳糖は腸内細菌

のバランスを改善し、有害物質の発生を防

ぐ」、「⑩牛乳の良質なタンパク質やビタミ

ン類は、ハリやツヤのある肌をつくる」、「⑪

牛乳は血糖値の上昇がゆるやかなので、ダ

イエット効果がある」、「⑫牛乳を朝飲むと、

体温が上がり体が目覚める」などの効果は、

普段は見聞きする機会が少ないが、効果に

対するニーズがあるので、これらを訴求す

ることにより、牛乳の消費量が増える可能

性がある。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫ 牛乳を朝飲むと、体温が上がり体が目覚める

⑬ ひとつもない

55.6 

46.0 

45.1 

25.8 

23.3 

16.5 

14.4 

13.5 

10.8 

9.8 

4.9 

4.6 

25.0 

32.3 

19.0 

32.4 

24.0 

27.8 

22.2 

19.4 

24.6 

18.1 

23.4 

23.8 

19.0 

24.3 

0 10 20 30 40 50 60

白もの牛乳類に関してこの半年に見聞きしたもの

牛乳にそういう効果があるなら飲んでもよいと思うもの
（％）

牛乳には、カルシウムやタンパク質など体に
必要な栄養素がバランス良く含まれている

牛乳に含まれるカルシウムは、骨を丈夫にし
子供の身長の伸びを助ける
牛乳にはカルシウムの吸収を助けて骨粗しょ
う症を防ぐ成分が含まれている

牛乳を寝る前に飲むことで気分がリラックス
して安眠できる
牛乳のカルシウムは魚や野菜のカルシウムよ
りも体に吸収されやすい
牛乳は少ないカロリーで効率よく必要な栄養
素がとれる
牛乳はスポーツの後に飲むと体力づくりに効
果がある
牛乳に含まれる乳糖は腸内細菌のバランスを
改善し、有害物質の発生を防ぐ
牛乳のタンパク質には、ニオイの原因となる
物質を包み込み体外に出す働きがある
牛乳の良質なタンパク質やビタミン類は、ハ
リやツヤのある肌をつくる
牛乳は血糖値の上昇がゆるやかなので、ダイ
エット効果がある

図９　牛乳の効果に対するニーズ

注：サンプル数は3200。
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（１）摂取頻度　　　　　　　　　　　　
～チーズを週に１日以上食べる人は
41.9％～

日頃、チーズを食べる頻度として、「週に１

日以上食べる」が41.9％（同2.4ポイント増）

となり、おおむね増加傾向にある（図10）。

（２）チーズを使った料理の摂食実態

この１カ月間にチーズを使った料理を食

べた割合は、71.3％（同5.5ポイント増）と

なり、22年度以降、初めて70％を上回った

（図11）。

（単位 : ％）

毎日 週に
5～6日

週に
3～4日

週に
1～2日

月に
2～3日

それ以
下しか
飲食し
ない

全く食
べない 無回答 週に1日

以上

前年度比
（ポイント）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
①＋②＋
③＋④

35.4 -

35.7 0.3

37.4 1.7

40.1 2.7

39.5 ▲0.6

41.9 2.4

2.9

3.8

3.2

3.6

3.9

4.5

2.3

2.6

2.6

1.9

3.3

3.0

8.3

8.0

8.7

9.1

9.1

10.8

21.9

21.3

22.9

25.5

23.2

23.6

28.8

29.1

26.9

26.0

25.8

26.2

19.5

17.9

16.7

16.7

17.9

16.9

16.3

17.3

19.1

17.2

16.7

14.9

0.1

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

●凡例

22年度（n3200）

23年度（n3200）

24年度（n3200） 

25年度（n3200） 

26年度（n3200） 

27年度（n3200） 

平成

（％）

図10　日頃、チーズを食べる頻度の推移（単一回答）

注：ｎはサンプル数（number）。

食べた 食べなかった 無回答

67.6

66.6

66.7

67.3

65.8

71.3

32.3

33.1

33.3

32.2

34.2

28.7

0.1

0.3

0.0

0.5

0.0

0.0

●凡例

22年度（n3200）

23年度（n3200）

24年度（n3200）

25年度（n3200）

26年度（n3200）

27年度（n3200）

平成

（％）

図11　１カ月にチーズを使った料理の食した割合の推移（単一回答）

注：ｎはサンプル数（number）。

３　チーズの摂取実態と購入意識
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また、この１カ月に食べたチーズを使っ

た料理で最も多かったのは、ピザが57.3％

（同2.3ポイント減）、２番目はグラタンで

39.0％（同1.0ポイント減）、３番目はパン

で30.4％（同1.5ポイント減）であった（図

12）。

３年間の比較では、項目ごとに大きな変

化は見られず、順位が固定化されている。

ピ
ザ

グ
ラ
タ
ン

パ
ン

パ
ス
タ

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ

ハ
ン
バ
ー
グ

サ
ラ
ダ

シ
チ
ュ
ー

ケ
ー
キ

カ
レ
ー

そ
の
他

平成25年度（ｎ2260） 60.0 41.3 32.9 33.7 31.7 21.3 13.2 11.7 10.2 7.1 7.3
26年度（ｎ2214） 59.6 40.0 31.9 27.7 26.4 19.2 13.3 11.7 9.5 6.4 7.6
27年度（ｎ2369） 57.3 39.0 30.4 27.9 26.8 17.8 12.0 10.4 7.9 7.2 7.6

0

20

40

60

80
平成25年度 26年度 27年度 

（％）

図12　この１カ月に食べたチーズを使った料理の推移（複数回答）

注：ｎはサンプル数（number）。

（３）購入時の意識　　　　　　　　　　
～国産志向は45.3％を占める
一方、生産国を意識しないが
52.0％～

普段チーズ購入時に意識することは、全

体では「国産のチーズを購入するようにし

ている」が45.3％、「生産国は意識していな

い」が52.0％、「外国産のチーズを購入する

ようにしている」が1.6％となった（図13）。

年齢が高くなるほど、「国産のチーズを購

入するようにしている」との回答が多くな

り、男性の70代以上では61.9％、女性の

70代以上では70.8％となった。
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（１）摂取頻度　　　　　　　　　　　　
～ヨーグルトを週に１日以上食べる
人は約６割～

日頃、ヨーグルトを飲食する頻度として、

「週に１日以上食べたり飲んだりする」が

59.0％（同2.0ポイント増）となり、増加

傾向にある（図14）。

（２）タイプ

タイプ別では、「プレーンヨーグルト」が

50.3％（同0.8ポイント増）、「加糖ヨーグ

ルト」が35.8％（同0.3ポイント増）、「果

肉フルーツ入りヨーグルト」が31.3％（同

0.1ポイント減）となった（図15）。

３年間の比較では、「プレーンヨーグルト」

が増加傾向にある。

（％）
国産の
チーズを
購入する
ようにして
いる

外国産の
チーズを
購入する
ようにして
いる

生産国は
意識して
いない

その他 無回答

45.3

38.3

46.9

8.3

22.6

10.7

35.9

29.4

48.8

61.9

25.0

35.3

21.6

28.3

39.3

48.7

61.7

70.8

1.6

2.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

1.7

1.6

0.0

3.0

0.8

52.0

58.9

50.4

100.0

83.3

74.2

89.3

61.5

67.6

43.9

38.1

75.0

52.9

76.3

67.8

57.9

49.2

34.7

28.5

1.1

0.8

1.1

0.0

3.2

0.0

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.2

1.1

2.1

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

●凡例

全体（n1193）

男性（n228）

女性（n965）

男性-中学生（n1）

男性-10代（中学生除く）（n12）

男性-20代（n31）

男性-30代（n28）

男性-40代（n39）

男性-50代（n34）

男性-60代（n41）

男性-70代以上（n42）

女性-中学生（n4）

女性-10代（中学生除く）（n17）

女性-20代（n97）

女性-30代（n180）

女性-40代（n183）

女性-50代（n187）

女性-60代（n167）

女性-70代以上（n130）

性
別

男
性×

年
代

女
性×

年
代

8.3

2.9

7.3

0.0

11.8

図13　チーズ購入時に意識することの推移（性・年代別、単一回答）＜チーズ購入者ベース＞

注：ｎはサンプル数（number）。

４　ヨーグルトの摂取実態
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（１）購入頻度

バターの購入頻度は、「数カ月に１回位」

が27.4％、「月に１回位」が21.9％、「２週

間に１回位」が6.5％となった（図16）。

（２）購入意識

普段バター購入時に意識することで最も

多かったのが「価格」で48.3％、２番目は

「製造メーカー」の38.8％、３番目は「大き

さや量」の28.5％となった（図17）。

（単位：％）

毎日 週に
5～6日

週に
3～4日

週に
1～2日

月に
2～3日

それ以
下しか
飲食し
ない

全く食
べない 無回答 週に1日

以上

前年度比
（ポイント）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ①＋②＋
③＋④

51.2 -

52.3 1.1

54.5 2.2

53.6 ▲0.9

57.1 3.5

59.0 1.9

15.2 

15.4 

18.4 

17.2 

19.5 

21.7 

5.2 

5.7 

5.5 

4.8 

5.6 

5.8 

13.2 

11.1 

13.3 

13.1 

13.6 

13.3 

17.6 

20.1 

17.3 

18.5 

18.3 

18.2 

18.2 

16.4 

14.6 

14.1 

13.1 

12.9 

12.7 

12.1 

10.9 

11.8 

10.5 

10.0 

17.9 

18.9 

20.1 

20.4 

19.3 

18.1 

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

●凡例

22年度（n3200）

23年度（n3200）

24年度（n3200）

25年度（n3200）

26年度（n3200）

27年度（n3200）

平成

（％）

図14　日頃、ヨーグルトを飲食する頻度の推移（単一回答）

注：ｎはサンプル数（number）。

プレーン
ヨーグルト
（無糖）

加糖の
ヨーグルト

果肉
フルーツ
入りの
ヨーグルト

ドリンク
ヨーグルト

（飲むタイプ）

手作り
ヨーグルト
（カスピ海
ヨーグルト
等）

フローズン
ヨーグルト その他 無回答

平成25年度 （ｎ2598） 44.1 39.4 36.7 21.7 3.1 0.6 0.6 0.2
26年度 （ｎ2632） 49.5 35.5 31.4 22.0 2.6 0.9 0.5 0.1
27年度 （ｎ2658） 50.3 35.8 31.3 19.8 4.2 0.6 0.8 0.1

0

20

40

60
平成25年度 26年度 27年度 

（％）

図15　飲食するヨーグルトのタイプの推移（複数回答）

注：ｎはサンプル数（number）。

５　バターの購入頻度、購入意識等



畜 産 の 情 報 　 2016. 574

週に
1回位

2週間
に1回
位

月に
1回位

数カ月
に1回
位

ほとん
ど買わ
ない

買わな
い/食
べない

わから
ない 無回答

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

3.6 6.5 21.9 27.4 10.1 21.6 8.8 0.0

●凡例

（%）

図16　バターの購入頻度（単一回答）

注：サンプル数は3200。

価
格

製
造
メ
ー
カ
ー

大
き
さ
や
量

食
塩
を
使
用
し
て
い
る
か
、
無
塩
か

形
状
（
ブ
ロ
ッ
ク
か
切
れ
て
い
る
か
な
ど
）

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
デ
ザ
イ
ン

そ
の
他

48.3 38.8 28.5 22.2 12.9 0.6 3.0

0

20

40

60
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図17　バターの購入意識（複数回答）

注：サンプル数は2215。

（３）使い方

バターの使い方で最も多かったのが「料

理に使う」で74.1％、２番目は「パンに塗

る」の58.5％、３番目は「お菓子作りに使

う」の22.2％となった（図18）。

（４）代わりに使うもの

バターがない時にバターの代わりに使う

ものとしては、最も多かったのは「マーガ

リン」で66.0％、２番目は「オリーブオイ

ル」の29.8％となった。また、「バター以外

は使わない」が14.6％となった（図19）。
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図18　バターの使い方（複数回答）

注：サンプル数は2215。
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図19　バターの代用品（複数回答）

注：サンプル数は2215。

６　白もの牛乳類の飲用拡大に向けた考察

これまで中学生以上の白もの牛乳類の飲

用量・飲用頻度は低下傾向が続いていたが、

平成27年度は８年ぶりに歯止めがかかり、

飲用量は25年度の水準を上回った。

また、「毎日飲む」割合も増加し、「その

まま飲む」や「混ぜて飲む」でも「毎日飲む」

割合が増加傾向となっている。

白もの牛乳類の飲用シーンや飲用理由の

変化を見ると、朝食とおやつや間食時が引

き続き主なシーンであるが、「のどが渇いた

時」「風呂上がり」といったシーンでの飲用

は減っている。

また、飲む理由では「カルシウムがある

から」「栄養があるから」「健康に良い」と

いった意識は弱くなっている一方、「おいし

いから」「好きだから」「他のものと混ぜた

りする」が前年度と比べて微増となってい

る。

牛乳・乳製品関連の消費拡大には、おい

しいというだけでなく、さまざまな飲料と

一緒に、あるいは料理に使えるといった長

所を生かして多様なスタイルを提案するこ

とが重要と思われる。

また、これまでのカルシウムや栄養豊富

といった評価以上に「ハリやツヤのある肌

をつくる」や「ダイエット効果」など、ま

だあまり知られていないが効果が消費者、

特に主たる購入層である女性の関心を呼ぶ

健康・美容面での良さを訴求することが重

要と思われる。

この調査結果が、酪農乳業関係者にとど

まることなく広く活用され、牛乳･乳製品の

消費拡大を推進する上で参考になることを

期待する。

また、調査にご協力いただきました皆さ

まに深く感謝しますとともに、併せて御礼

申し上げます。
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１．調査方法
留置併用訪問面接法（注３）により、本人が

調査票に回答。

（注３）　�　留置法とは、対象者を訪問してその場では調査票の

記入を依頼するだけとし、その後、再訪問して記入済

み調査票を回収する手法である。　　　　　　　　　�

　訪問面接法とは、調査員が対象者を訪問して、直接

回答を聞き取る手法である。調査員が回答を確認しな

がら質問を進めていくので、回答抜けがなく、質の高

い結果を得ることができる。　　　　　　　　　　　�

　本調査では、留置法と訪問面接法を併用している。

２．調査対象
全国の中学生以上の男女個人 　3200人

（回収ベース）

３．調査地域とサンプル数
回収サンプルの地域別内訳は下記の通り

（沖縄除く）。構成比はウェイト集計（注４）後

の値。

【地域】

【都市規模】

（注４）　�　アンケートなどで得られたサンプルが全体（母集団）

の構成比と異なる場合に、回収された属性ごとの抽出

率や 回収率の違いを補正し、全体の構成比に合わせる

ように重みを付けて集計する方法。

４．抽出方法（エリアサンプリング）

平成22年度国勢調査時の母集団人口に基

づき、地域（９分類）と都市規模（４分類）

により層化し、調査地点数を比例配分する。

各層ごとに大字・町丁目の該当人口に応じ

て、調査地点を抽出した。

各調査地点において、世帯（居住者のい

る一般世帯住宅住戸）を系統抽出した。

世帯から個人の抽出は、性・年齢別の割

当に従って、訪問世帯において対象者条件

に適合する個人を抽出した。

５．サンプル設計およびウェイト集計について
平成19年度まで、地域（９分類）・都市規

模（５分類）および性・年齢別の人口構成

を反映したサンプル設計を行ってきた。そ

のため、若年層においては、回収サンプル

数が少なく、性・年齢別の分析を行うには

十分ではなかった。

20年度から、性・年齢の層別にも十分な

分析を行なえるよう、性・年齢別に200サン

プルずつを均等に割り当てるクォータ法（注5）

により調査を実施しているため、本年度調

査では、回収サンプル構成は、母集団であ

る平成22年度国勢調査人口を反映していな

い。そのため、サンプルごとに人口構成に

応じたウェイト値を与えて集計し、サンプ

ル構成を補正した。本報告書で記載してい

るサンプル数は実際に回収されたサンプル

数であるが、構成比（％）はウェイト集計

（参考）調査の概要

地域 回収数 構成比（%）
北海道 128 4.0
東　北 208 6.5
関　東 1,256 39.3
東　海 384 12.0
北　陸 80 2.5
近　畿 550 17.2
中　国 193 6.0
四　国 88 2.8
九　州 312 9.8
計 3,200 100.0

都市規模 回収数 構成比（%）
大　都　市 1,008 31.5
15万人以上 1,096 34.3

５～ 15万人未満 848 26.5
５万人未満の市 248 7.8

計 3,200 100.0
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後の値である。

（注５）　�　母集団を性別、年齢層、階層などの組み合わせによ

り分類し、その各組から母集団に比例するサンプルを

選出する方法。

６．調査期間

平成27年10月24日～ 11月29日

７．データを読む上での注意点
・　�　単一回答（択一式選択肢）の場合、

回答率の合計が100.0%になるべきと

ころで、そうならない箇所がある。 �

これは各回答率を小数点以下第２位で

四捨五入しているためである。

・　�　表示されているサンプル数は実際の

回収サンプル数、構成比（％）はウェ

イト集計後の数値である。


